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2. 

3. 

4. 自律的学習者を自指した｛態別指導における

5.研究としての生徒の

とそ

いての仮説

るチューターの動きかけの抽出とそ

シスト教室の設立の経過や活動の状況については、

速水飽（2001)で報告した。ここでは、続く 2つの論文で揺々のケースについて半年時（5月～10

月）にチューターからどのような鶴きかけがなされ、対象となる生誌がどのように変化したかを報

るが、それに先立ち、鶴別学習アシスト教室における教授口学習の心理学的意義や特徴につい

て述べてみたい。

れるが、それは必ずし

われ

と

るのは、たとえば完全習得学習を実施するような場合が考えら

るわけではない。むしろ向人かのグループを対象にして行

く知ちれているのは市川 (1993）による認知カウンセリング

ザ掛脊暗部附蹴爪止位行 Y応村魚γ し

ユチ されている。そこで

受け、その部分を理解させるため

れと異なるの

るJ点であり、ある

るわけではない。

それ故、

らわからな

るように忠われる。

りの｛国別指導を少なくとも半年間にわたって

されれば、それでチューターと生徒の関係が終結す

信的 そ

ることにあるO そしてさらにいえば長期的な意味では

るといえよう。従って倍々の問題解決過程の認知心理学的分析よりも、むし

ることにあ

に取り組

む姿勢、博意的関語をどのようにして改革していけばよいのかという視点を重視する。

毎週、決めちれた時間に個別指導をするという点では家庭教師に似た動きをするといえるが、

＊教育学部附寝中＠高等学校長
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庭教師が教えることにより報酬で報いられるのに対して、本教室のチューターたちはボランティア

あるという大きな椙違が存在するO 本教室のチューターたちは生徒を教えることに意義を感

じたり、生徒を教えること自体に楽しみを見いだしたり、教え方のスキルを身につけることなどを

詩的としているo いわば、多くの家庭教師のように外発的動機づけで教えるのでなく、内発的動機

づけで教えようとするのが個別学鷲アシスト教室のチューターたちなのである。

2.個別指導の過程とその心理学的意味

個別学習アシスト教室の「教えるJ-r学ぶJという意味での特色は、いうまでもなくそれが一
対ーで行われるところにある。通常、学校の教師は一斉授業のかたちで、つまり一対多で指導を行

うことが多い。生徒側にとって一対ーの場合の方が、教える側から受ける影響力が大きくなるのは

当然、のことであるO もちろん、教育現場の教師たちも一対ーの指導を全然、していないわけではない。

一斉指導という形態をとりながら机間巡視をする中の僅かな時間ではあるが、個別指導を行ってい

るのである。しかし、還に 1時間なり、 2時間なりを割いて、しかも何週間もかなり持続的に偲別

指導を行う機会はほとんどないであろう。一対ーである分、きめ縮かな指導ができることはいうま

でもないが、教える側の特徴が鮮明にその生徒に反映されることも確かであるO

その意味でクライエントとカウンセラーの出会いの在り方が後の治療に影響するように生徒とチュー

ターの出会いの時期における親密感や信頼感の成否が教授＝＝学習の深化に大いに影響するO それゆ

え、学習開始時期のチューターと生徒の関の望ましい人間関係の成立が一つのポイントであるO 対

ューターを選ぶわけではないので相互に相性の悪さのようなものを予感する場合もある

かもしれないが、それをいかに【最小に抑えるかを工夫することが肝要であるO 基本的にはカウンセ

リングの場合と同様に対象生徒との間にラポールが生まれるよう、チューターが勉強以外の雑談を

してやったり、生徒の趣味等について尋ねてやることになろう。長い自でみれば、特に初期の頃は

許される時間をすべて教科の指導の時間にあてるよりも、意志の疎通を図るために雑談に使う方が

後の学習効果があがる場合が多い。

次に個別指導は個に応じた指導を意味しており、そのためには生徒の学習の特徴を明確に把握す

ることが大切であるO まず、彼らがその教科のどこでつまずいているむか、その原閣はどこにある

のかを詳細に診断していく必要がある。それを実行するには教科内容の流れなり、系統性をチュー

ターがわきまえていることが前提になるo さらに生徒の興味＠関心の特徴、性格上の特徴なと、につ

いても雑談等をとおして知っておくのがよい。

しかし、それを生徒本人自身が意識している場合もあれば意識していない場合もあるO この問題

を解決する一つの方法として生徒との富談による情報だけでなく、担任教師から博報をえることも

あるO そのような考え方に基づいて、アシスト教室では生徒の学習の特徴を知るべく、原則

的に一斉指導場面での生徒の様子をチューターが観察する機会を設定することにした。

対象生徒の特徴が理解されれば、自ずと指導の方針も明らかになるO しかし、実際に個別指導を

開始してみるとこれまで見えていなかったものも見えてくる。また、自分の指導方針の変更を迫ら

れる場面も無くはない。この個別の教授立学習場面の中でチューターの対象生徒に関する認識が深

められ、その個に応じた教授技法がより特殊化され、洗練されたものになっていく。しかし、担別
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しなくてはなちないことは「閉じちれた教授中学習jになる危険性を苧んでいることで

ある。チューターの儒った指導法が外からの評舗にまったく輔されることなく強引に進められてい

き、対象生徒の学習成果が思うようにあがらないというような場合が生じる可能性あるO

自己評儀しながら進むことになるが、その自己評植が適切

、点
ふ
川
川杏

タ
か
一
の

ユ

ふ

も

チ

な

で

ち

してみることが必要である。そ

いでのケー

るようなかたち

していく必要がある。

うものであろう。そこでチューターは本来、生徒が

るということに留まち

れる。チューターに指示されて学曹する

しかし、個別指導で密接な関係を維持してき

した段階では生徒 自 り期待さ

自らが計画を立てて学ぶ段階への移行である。

とって依梓的な状況を践し、独立的に行動す

るようになるの拭それほど容易なことではない。ある

感情的に深い結び、つきができ、チューターは生徒を指示すること

もうまくいっているほど

じ、

ることに喜びを感じるという例がなくはなし）o 従って設賠的にチューターからの儲きかけを少なく

し、生徒自身の判断で学習を進める部分を多くしていくことが必要になる。生後が指示どおり

したことに対してでなく、 たことに女すしてチュ…ター

励ましてやる必要があるo つまり、この段階ではチューターは生徒の岳律性を支援する立場に徹す

ることになるo本教室ではそのような自律的学習者にするための準備として、毎回の指導後にその

日の個別指導の中でわかったこととわからなかったことを尋ねて記述させ、自己モニタリン

潰づけようとした。これはまた、自分の学習の状況を十分に把握することが告律的学翠者になる

ことと考えられるためであるO

3.鶴見IJ指導ミーティング（罰究会）

先にふれたように個別指導誌ともするとチューターが一人よがりになり「関じ

になりやすい。窃分の教授力を過告し、やや暴走気味になるチューターもあれば、共通の指針がな

いことで不安になるチューターもあろう。そのため担当教科教苦とアシスト

もつ機会をもち、情報交換を行い、指導方針等について程互批判を行い、

必要があるO 具体的には招々のチューターがまず担当生徒のケース報告をして、それについ

ミィーテングを

る

教科教苦や他のチューターがコメントするような形式でのミーティングを開くことにした。このア

シスト教室では、関始に当たって全員に一定の教授方法や手顕を示したわけではないので、偲人個

人がまったく独告の方法で行っているO そこで、たとえばチューターと生徒がどのような位霞で教

っているのか（対面して指導するか、あるいは横にいて指導するか入学校で与えら

れた信題はその場でするかどうか、どのような教材を捷うのか、チューターとの人関関孫は深まっ

ているのか、チューター畠身が対象生徒に宿題を出しているのかどうかといったような靖報交換も

ここで行うことになる。しかし、中心的な内容は具体的にどのような教え方をすることで生徒

にどのような変化が起こっているのか吾か、あるい辻学習する子どもの態度がどのようで、し1かな

る方向付けをおこなうことが学習の改善に繋がるのかに関することであるO その持、担当教官はそ
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の教え方についてのコメントだけでなく、その生徒の授業中の最近の行動や態度、さらにはテスト

結果などについても清報を提供することになるO

4. 自律的学習者を昌指した個別指導における動機つ＞（j過程についての叙説

学習の動機づけはともすれば課題の面白さや、教示の妙により心理的葛藤を引き起こす認知的動

機づけに偏りがちであるが、人と人との接触から生じる社会的な動機づけの影響も小さくはない。

特に個別指導であればその比重は高くなるといえるO 社会的な動機づけとして最も基本的な業賛や

励ましも教室場面でのそれと個別指導のそれとではその意味が少し異なるのかもしれない。教室場

詣で個人が賞賛されれば、本人はたしかに誇らしい気持ちになるかもしれないが、周りの級友たち

にとっては「自分はほめられなかった」という意味で動機づけが低減するかもしれない。また、皆

の前でほめられることが誰にとっても好影響につながるわけでなく、逆に皆から注目されることを

いやがる生徒もいる。このように集団場面での賞賛は相対的評価という観点を、たとえその与え手

である教師が意識しなくとも受け手である生徒は大いに意識していることになるO

個別指導の場合の賞賛は個人内評価に基づく場合が多い。つまり対象生徒なりに前田より

もよくなったという意味で与えられることが多い。だとすれば個人が受ける堂賛の機会は当然、多く

なる。しかし、個人内評価の効果はチューターが生徒を微細に観察できているかどうか、親密な人

きているかどうかなどに左右される面も大きい。

ろで＼このアシスト はいつまでもチュータ

してはいない。初期の段階ではチューターが様々

ことが必要だが、終局的には、たとえチュータ

とが望まれているO

けとは速水の造語であり、自 く

る生徒であることを

して生徒の動機づけを高めてや

くとも自ら学習に取り組む生徒にす

していくことが期待されている。この変化過程の考え方

くものであるO

け、特に自律的動機づけ

けをいう）で学習する

には速水 (1998)

ある教科で本人なりの進歩に対し ある程度自信が形成された後で必要なことは本

人なりの学習の意義づけ、意味づけであろう。それは「何のためにこの教科を学ぶのかJという大

上設に構えたものでなくともよく、チューターが中学生の頃その教科の学習でどんな点を苦労した

のか、その学習をして楽しかったのはどんな時かというような具体的な体験を語ることでも意味が

あると考えられるO 学習内容と生徒の実生活が分離しているという認識が動機づけを抵下させるの

であり、それを近づける工夫が必要であろう。

生徒が他者から強制された時のみ、その教科学習に向き合うというのでなく、自ら教科と対峠す

る姿勢を形成させることが必要なのであるO そのためには経験者であるチューターがまずこれまで

その教科とどう向き合ってきたのかを語ることが必要である。その教科を教えるからにはそれなり

のj思い入れがあるはずであるO それを素直に語ることが出発点であるO チュータ…とその教科の関

係性を伝えることで生徒の中にも教科と積極的に向き合おうという態度が形成されると考えられる。

もちろんこれもチューターと生徒の聞に親密な人間関認が成立していることが前提であるO

対象生徒が教科の学習にある程度自信をもち、それを学習することを価値あるものとして認識し
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たらチュータ…か なるべく少なくして、

’
間
口 きるように方向づけることである。しかし、そのため

し、

には一

C々

モニタ 1）ングできることであち、

モニタリングがなされるようになること

なこと

も

5. 

れる。

るチューターの散さか！？の抽出とその

上述したの

し

てていくことが大切である。それ

もしれない。

それをどのような方法で抽出していくのかであるが、

は立し＼o そこでこのアシスト

るチューターの働きかけ

ること はない。しかし、

りがどのよう

としては大きくり欝きかけによる

分けて2つある。一つ

保を抽出することである。

ケースレポートのようなチューターの記述的データからそ

し、チューター自身の判新で、働きかけの麓類とその

としての生誌の動機づけの高まり

きかけの変数も動機づけの変数もし

というよりもチューターたちの頭の中

こともあるO

もうーっ

ちれる。たとえ

すべてピデオに収めておき、

れらをカウントする作業を行うことである。

ることも可能であり、

ねることもできる。また、チューター

りは測定可能であるO ただし、

ることである。しかし、この場

もチューターから得られた主観的なものである。

される

タを沼いることも

さらにそ

る

ピヂオを分析することで けの

るのはむずか

しているからである。しし＼o

しかし、

データなので＼

く タ

きょう。

く場合もデータ ること

で、ある程度どれが法則的な

これらの研究の後には、示唆された特定の働きかけをチューター

そうでない群を構成し、いわば実験的にその効果を明確にしていくことになろう。

しかし、このような研究を進めるにあたって考慮すべきことが二つあるO その一つはチュータ

の儲きかけの効果は生徒個人の特性、あるいは再者む相性のようなものによって変わること

してもらう群と

されることである。問じような指導や儲きかけをしてもある生徒には有効であるが、ある生徒には

いのであるO 生徒の自律的動機づけを高めるチューターの髄きかけの抽出に関しては生徒

の信人差を取り込んだ一般化が吉指されるべきである。

-49-



一つ自は本稿でも再三指捕したように自律的学習者にさせる過程でチューターの望ましい働きか

けは変化すると考えちれる。初期の頃に有効な指示的な指導は、後期には自律的学習者にさせるた

めにはかえってマイナスに働くこともある。従って生徒の変化過程に期した望ましい働きかけを模

していく姿勢が肝要であるO
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